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設
備
も
充
実
、

今
後
の
教
育
に
期
待
が
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'77 2月号

}完成した視聴覚教室(上)とカラーテレビ

カメラなどが設置されたスタジオ(右)
 

視聴覚を 利 用して行う効果的 な教育をーと，横瀬小学校では 50

年度と 51年度の�  2か年をかけて設備の充実を j隼めてきましたが，こ

のほど完成しました。

視聴覚教育と1.1:.，映画，スライド.テレビなどにより、言語でと - ¥ 

らえきれないものを純党と聴覚に訴えることにより経験を通して行

う教育のことです。� 

O …この設備はスタジオ . 調~~~:乞 m聴 覚 教 主 に 分 け ら れ て い ま す。

スタシオにはカラ ー テレビカメラなどが設置されており ， 各教主の

テレビに調守主主を通して波映が行われます。調守主主では� 3J[:カラ ー

調竪点，テープレコ ー ダー.レコードプレーヤ ー，ビデオ・テ 	  7

レコーダーなどが設置され， テレビの映像や音声を同時に記主主・ 再

生できます。

また視聴覚教室には 4 子:のテレビがすえ付けられ， 教~~i.で ] 6 

¥s映写機， スライト映写機， スクリ ー ン音訴などの操作ヵ、できる

ようになっています。

この視聴覚教育設備に使われた佐賀は�  2か年で約�  1，000万円。 は


じめてこの教室で授業を受ける児童たちの物珍しい頗が印象的でした。 


なお.町内の生比奈・坂本小学校でも，年次計画で視聴覚教育設 


備 が充実されることになっています。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
設備も充実今後の教育に期待が横小に視聴覚教室が完成
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12月議会

災害見舞金支給条例などを制定


-一般会計は総額11憶に700万円に

町
殺
会
十
二
月
定
例
会
は
十
二
月
卜
八
日
開
会
し
、
勝
浦
町
災

害
見
舞
金
支
給
条
例
の
制
定
、
昭
和
五
十

一
年
度

一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
十
二
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
昭
和
五
十
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
、
十
二
月
二
十
四
日
開
会

し
ま
し
た
。

お
も
な
議
決
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

昭和� 52年� 2月1日 カ込� 

一
般
会
計
補
正
予
算


4
千 
3
百
万
円
を
追
加


今
回
の
補
正
総
領
は
四
千
三
百
四

十
八
万

一
千
円
の
追
加
で
、
予
算
の

総
額
は
十

一
億
七
千
七
百
六
十
万
三

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
途
は
、
報
酬
、
給
料
等

の
改
定
経
費
な
ど
に
八
百
六
万
九
千

円
、
股
地
保
全
、
畑
総
関
係
費
四
百

四
十
四
万
八
千
円
、
み
か
ん
改
防
相
等

促
進
対
策
費
九
百
十
五
万
二
千
肉
、

河
川
関
係
費
三
百
九
十
七
万
四
千
向
、

教
育
関
係
費
二
百
六
十
七
万

一
千
円
、

災
害
復
旧
資

一
千
十
二
万
九
千
円
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
主
な
財
源
は
、
町
税
八
百
四

十

一
万
六
千
円
、
地
方
交
付
税
九
百

八
十
万
二
千
円
、
国
県
支
出
金

一
千

八
百
三
十
一
万

一
千
円
、
町
償
二
百

九
十
万
同
等
で
す
。

一
般
質
問

正
木
ダ
ム
防
災
対
策
な
ど
に
集
中

十
二
月
定
例
町
議
会
で
八
議
只
が

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お 

¥--/ 

台風17号による災害復旧工事がされる町道与

川内中道線� (上)と大伏尾谷川(下)

り
で
す
。

滝

口

良

一
議
員

マ
勝
浦
川
流
域
の
防
災
対
策
と

一
級

河
川
の
昇
格
に
つ
い
て
マ
本
町
財
政

の
展
望
と
各
課
事
業
計
画
に
つ
い
て

立

棒

一

夫

議

員

マ
森
林
行
政
に
つ
い
て

山
本

美

芳

議

員

マ
県
営
正
木
ダ
ム
の
完
成
と
こ
れ
に

伴
う
防
災
対
策
に
つ
い
て

マ
小
さ
い

行
政
の
推
進
に
つ
い
て

問

重

夫

議

員

マ
防
犯
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
マ
消

防
施
設
と
火
災
現
場
に
お
け
る
救
護

班
等
に
つ
い
て

味
間
喜
久
雄
議
員

マ
五
十
二
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的

な
方
針
、
重
点
施
策
マ
ダ
ム
公
害
に

臨
む
町
の
基
本
方
針
マ
福
祉
行
政
に

つ
い
て
⑦
老
人
医
療
の
有
料
化
に

反
対
せ
よ
①
母
子
家
庭
の
医
療
の

無
料
化
に

つ
い
て

中
西
酬
明
美
議
貝

マ
昭
和
五
十
二
年
度
の
予
算
編
成
と

財
政
運
営
の
大
綱
と
重
点
施
策
マ
畑

総
事
業
、
態
村
モ
デ
ル
事
業
を
織
込

ん
だ
勝
浦
町
の
財
政
五
か
年
計
画
の

展
望
に
つ
い
て

マ
住
民
福
祉
課
の
活

動
状
況
に
つ
い
て

マ
町
税
と
健
康
保

険
税
の
負
担
区
分
の
概
略
と
昭
和
五

十
二
年
度
の
税
収
の
推
移
に
つ
い
て

凶

浜

勝

己

議

員

マ
正
木
ダ
ム
完
成
に
伴
う
勝
浦
町
民

の
不
安
の
除
去
に
つ
い
て
⑦
防
災
対

策
①
取
り
組
み
の
基
本
姿
勢
と
住
民

運
動
マ
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
編
成

に
む
け
て
の
基
本
を
な
す
も
の
に
つ

い
て

マ
サ
ー
ビ
ス
行
政
の
範
囲
に
つ

い
て岡

本
高
治
議
員

マ
行
政
副
総
談
会
、
そ
の
成
果
と
実
践

に
つ
い
て

マ
背
少
年
教
育
、
そ
の
現

状
と
対
策
に

つ
い
て

町の自然を美しく

た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の

投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
12月議会　議会だより災害見舞金支給条例などを制定一般会計は総額11億7700万円に

MUS04
テキストボックス
町の自然を美しく
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表
彰
お
め
で
と
う


昭
和
五
十
二
年
消
防
出
初
式
が
一

月
三
目
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
つ
ぎ
の
か
た
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

-
知
事
表
彰

団
体
勝
浦
町
消
防
団

個

人

関

東

清

男

(第
二
分
団
・

与
川
内
)

-
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
山
野
忠
男
(第
二
分
団
・

与
川
内
)

精
州
制
章
森
脇
布 
(第

一
分
団

・

坂
本
)
、
構
図
義
昭
(
第
三
分
団

・
横、)

瀬
)
、
北
内
恒
男
(
第
四
分
団

・
中
山 

寺
尾
弘
(
第
六
分
閲

・
今
山
)
勝
谷

恒
治
(
第
八
分
団
・
星
谷 
)

-
県
消
防
協
会
勝
浦
地
方
分
会
長
表

彰

(
第

一
分
間

・坂
本 
)、
中
西

(
第

一
分
団

・
坂
本 
)
、
問
中
康
啓 

(第
一
分
団
・
坂
本
)
、
大
谷
智
彦

(
第

一
分
団
・
坂
本
)
、
成
野
好
弘

(
第
一
分
団

・
坂
本
)
、
杉
本
音
一
男

(第

一
分
団

・
坂
本
)
、
岡
本
亘
二

(
第

五
分
団

・
久
国
)
、
仲
間
豊
光

(
第
七

分
団
・
生
名
)
、
中
徹

(
第
九
分
間

・

沼
江
)
、
斎
藤
選
嘉
(
第
九
分
団

・掛
谷
)

・
町
消
防
団
長
表
彰

山
本
開
之
(
第
一
分
団

・坂
本
)
、
坂

口
昇
(
第
二
分
団

・
与
川
内
)
、
僑
本

忠
明

(
第
三
分
団

・
機
瀬
)
、
春
田
義

明
(
第
四
分
団

・
中
山
)
、
渡
辺
昭

(
第
五
分
団

・
棚
野
)
、
麻
植
登
(
第

六
分
団

・
中
角
)、
野
崎
泰
弘

(
第
七

分
団

・
生
名
)
、
森
脇
和
一
(
第
八
分

団

・
黒
岩
)
、
松
本
良
信
(
第
九
分
団
・

沼
江
)
、
佐
木
勲
(
本
部
機
動
隊

・
横

瀬
)

昭
文 

(第

一
分
団

・
坂
本 
)、
吉
守
孝

園盟 新しい消防団役員さん

《九

良
作
ぞ
く
ぞ
く

分 団本 団 分団長

第� (坂本) 海川 喜男

。団 長 第� 2 (与川内� ) 肥田 信夫

末庚正太郎 第� 3 (横瀬) 折部健一郎

第� 4 (中山)。高� 団長IJ 定作 和明

山下豊誇 岡本 旦一第� 5 (如)
谷 永美 第� 6 () 今岡 重幸52
森内 宙，じρ - 第 7 (生名) 花房 恒夫

。事務局 中山 裕博第� 8 (鵠)
第� 9 (沼江)中本 治男 中

本部機動隊(役場) 桂木 芳」

m
F

{殻

ー
と

い
い
ま
す

の
は
、

タ
バ
コ

一
箱

(
二
十
本

入
り
)
に
つ
い
て
、
約

二
十
七
円
が
町
の
収
入

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
額
は
年
間
千
五
百
万

円
以
上
と
な
リ
、
町
の

行
政
資
金
に
な
っ
て
い

ま
す
。
タ
バ
コ
は
ぜ
ひ

町
内
で
買
う
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い

。

タ
バ
コ
か
ら

主
婦
の
ア
イ
デ
ィ
ア
展
も
盛
大
に
終
了

第
二
回
芸
術
展
示
会
が
一
月
十
四

と
イ
五
目
、
二
日
間
に
わ
た
り
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
政
大
に
行
わ
れ
ま
し
と
。

(
写
真
)

こ
の
展
示
会
に
は
民
俗
資
料
、
写

真
、
絵
画
、
書
道
、
魚
た
く
な
ど
、

自
慢
の
作
叫
が
披
露
(
ひ
ろ
う
)
さ
れ
、

約
七
百
人
の
町
民
で
に
ぎ
か
い
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
行
わ
れ
た
婦
人
会
主

催
の

「主
婦
の
ア
イ
テ
ィ
ア
展
」
に

も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
展

(
資
源
の
再
利

用
部
門 
)
に
五
十
点
、
郷
土
料
理
、

保
存
食
展
に
三
↓
出
'
が
出
品
さ
れ
、

そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
技
術
に
は
参
観

者
の
だ
れ
も
が
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
展
の
入
賞
者
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

-
郷
土
料
理
賞

お
お
ゅ
の
砂
糖
者
…

坂
口
千

エ
子
(
与
川
内 
)

ー・アイ
デ
ィ
ア
賞

た
く
あ
ん
の
柏
づ
け
新
居
ア
サ

コ
(
坂
本
可
み
か
ん
取
り
手
袋
伊

丹
叶
キ
ヱ 

(横
瀬
)‘改
良

帽

子

野

上
伊
佐
子 

(船
谷 
)、カ

ソ
ポ
ウ
着

古
井
ト
ン
コ
(
中
角
)

・
支
部
表
彰

沼
江
支
部
、
横
瀬
支
部

生まれる町の財産

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
芸術展　新しい消防団役員さん
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必
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司
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、

冷
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ゑ
げ
ぷ
ぷ
ぉ
士
、
ぷ 
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U
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W
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W
N

d

1月から

し
つ
け


四
月
か
ら
保
育
所
へ
い
か
せ
よ
う

題

農

業

者
年
金
の
制
度
が
で
き
て
約
六
年
、
二
の
聞
に
全
国
で

百

間

二
十
六
万
人
も
の
人
が
加
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
一
月
か
ら

閣

は
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
、
十
月
末
ま
で
に
八
千
人
の

韓

人
が
実
際
に
年
金
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の

韓

た
び
法
律
が
改
正
さ
れ
、
こ
と
し
一
月
か
ら
大
幅
に
制
度
が
改
善

罷

充
実
さ
れ
ま
し
た
。

韓

お
も
な
改
正
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
に

曙

つ
い
て
は
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
協
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

*
後
継
者

へ
の
移
譲

要
件
の
改
正

後
継
ぎ
に
刈
す
る
経
常
移
設
の
場

介
、
自
作
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
所
有
椛
を
移
転

(哨
晴
海 

)
し
な

け
れ
ば
年
令
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た

し
か
し
、
近
年
、
一
人
の
後
継
ぎ

に
限

っ
て
全
部
の
所
有
権
を
一
挙
に

杉
す
こ
と
が
、
実
際
ヒ
か
主
リ
附
則
明

な
ケ
ー
ス
も
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら

通
期
に
ほ
問
符
移
設
を
す
す
め
る
た
め
、

い
ま
ま
で
の
所
有
権
移
転
の
方
式
に

加、ぇ、

後
継
者
に
対
し
て
使
用
収
益

権
の
設
定
(
経
営
主
が
子
や
孫
に
自

作
地
を
貸
す
二
と
)
を
し
て
も
、
年

金
が
も
ら
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

で
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ょ
、
'7
と
し

て
も
加
入
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
年
金
を
も

ら
う
資
格
期
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

加
入
し
て
い
な
く
て

-も
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
③
で
は
、
平
均
規
模
以

下
で
も
、
別
に
定
め
た
計
算
式
に
よ

っ
て
計
算
し
た
年
間
の
労
働
時
間
が

定
め
ら
れ
た
時
間
以
上
あ
れ
ば
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
そ
の
他
の
改
正

離
農
給
付
金
の
引
き
上
げ

離
脱
給
付
金
の
傾
も
年
金
の
級
と

同
じ

一
、

四
八
倍
に
引
き
し
」
げ
ら
れ
、

商
船
の
た
め
農
業
者
年
金
に
加
入
で

き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
七
十

七
万
円
か
ら
何
十
四
万
円
に
、
そ
の

他
の
者
に
つ
い
て
は
三
十
三
万
円
か

ら
四
十
九
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

*
適
格
な
処
分
が
あ
っ
た
と

な
り
ま
す
の
で
、
戸 
恐
い
が
み
ら
れ

J

さ
れ
る
農
地
等
の
追
加

土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
事
業
認

定
の
告
示
前
に
処
分
し
た
農
地
等
が

含
ま
れ
る
経
営
移
譲
に
つ
い
て
も
、

通
絡
な
経
営
移
殺
が
あ
っ
た
と
し
て
、

年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

か
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
の
し
つ

け
を
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

保
育
所
へ
い
く
の
に
、
ど
れ
だ
け

し
つ
け

て
お
け
ば 

A

*
特
別
後
継
者
に
対
す
る

保
険
料
の
軽
減

内
同
業
後
継
者
の
育
成
維
川
怖
を
図
る

と
の
考
、
ぇ
方
か 

旬
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
申
し

出
れ
ば
、
三
十
五
歳
に
達
す
る
月
の

前
月
ま
で
の
附
の
保
険
料
が
、

三
割

程
度
安
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
定
後
継
者
と
し
て
申
し
出

ら
れ
る
の
は
、
①
三
十
五
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。
②
そ
の
人
を
後
継
者
と

し
て
也
措
定
し
た
続
も
民
業
者
年
金
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
。
③
そ
の
視
の

経
営
規
模
が
、
そ
の
県
の
平
均
経
営

耕
地
面
積
を
基
準
と
し
て
定
め
た
面

積
以
上
で
あ
る
こ
と
。
④
本
人
が
農

業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
こ
と
ー

の

四
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
九
円

で
す
。
②
で
は
、
親
が
年
齢
の
関
係

分
で
あ
る
と
か
、

f

不
十
分
と
い
う
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の 

む
に
は
発
育
の
斧

が
あ
り
ま
す
の
で
、
開
帥
の
「
に
比
べ

て
遅
い
早
い
は
い
え
ま
せ
ん
。

た
だ
、

し
つ
け
に
は

二
つ
あ
り
、
お
と
な
か

FLY-

ら
し
つ
け
る
も
の
と
、
了
と
も
同
志

て
し
つ
け
合
う
ち
の 

(社
会
刊
の
発

達 
)
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所
へ
入
れ

は
新
し
い
友
だ
ち
も
増
え
ま
す
し
、

家
庭
や
近
所
で
味
わ
え
な
い
生
前
に

う
集
団
生
活
の
中
に
入
っ
て
い
く
わ

が
イ
の
性
格
、
生
活
を
心
配
す
る
親

の
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
あ
ま

り
神
経
質
に
な
る
こ
と
な
く
、
自
然

の
型
で
生
活
に
な
じ
ま
す
よ
う
に
注

立
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
と
も
た
ち
は
視
の
生
活
態
度
を

け
ん
、
行
動
を
ま
ね
て
育
ち
ま
す
。
で

す
か
ら
千
ど
も
の
前
で
か
っ
こ
う
つ

け
る
と
い
い
ま
す
か
、
つ
け
や
き
ば

的
な
態
度
て
は
し
つ
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
常
の
態
度
が
大
切
で
す
。
ま
た

親
が
自
分
の
感
情
、
気
分
で
し
か
つ
も

た
り
は
め
た
り
す
る
と
気
ま
ま
な
子
一

ど
も
に
な
り
ま
す
。

一

そ
こ
で
保
育
所
へ
い
く
ぐ
勺
い
の
一

イ
に
な
れ
ば
、
も
う
向
分
の
こ
と
は
一

円
分
で
で
き
る
よ
う
に
主

っ
て
い
る
一

と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
衣
服
を
一

ぬ
い
だ
り
着
た
り
す
る
こ
と
。
ぬ
ぐ
一

の
は
ぬ
げ
て
も
一
浩
る
の
は
な
か
な
か
一

て
す
。

シ
ャ
ツ
は
む
づ
か
し
い
。
パ
一

ン
ソ
は
川
足
で
立
て

っ
ウ
バ
ラ
ン
ス
一

を
取
り
立
が
ら
は
く
の
は
良
い
訓
練
一

に
な
り
ま
す
。

一

食
引
の
と
き
、
円
分
の
茶
わ
ん
は
一

む
っ
て
き
ま
す
が
、
他
の
人
の
は
知
一

ら
ん
制
限
も
弱
り
ま
す
。
食
器
の
全
部
一

は
大
変
て
も
家
族
の
茶
わ
ん

一
つ
ぐ
一

ら
い
は
危
険
の
な
い
紅
度
で
運
ば
せ

一

る
の
も
社
会
性
の
し
つ
け
に
な
り
、
一

家
族
の
中
の
連
帯
感
が
育
つ
も
と
に
一

主
り
ま
す
。
食
後
は
自
分
の
使
っ
た
一

も
の
は
全
部
運
ば
せ
る
。

で
き
た
ら

一 

;
7
7
2
が
一

る
の
は
や
む
を
得
主
い
で
し
ょ
う
。

内
弁
慶
の
子
、
甘
、
え
ん
坊
の
イ
は
最

初
は
い
や
が
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
な

れ
て
友
だ
ち
と
は
し
ゃ
ぎ
、
遊
具
志

と
も
う
ま
く
使
、
え
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

生
れ
て
は
じ
め
て
、
保
育
所
と
い

、-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
改姓された農業者年金

MUS04
テキストボックス
3歳児教育しつけ
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解放は

若いあなたの

A
は
孤
児
院
出
身
」
と
か
寸 

(5) 第� 80号� カゐ ザコ� 

H
本
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

フ ら 昭和� 52年� 2月� 1日

f

M

ま
せ
ん
が

、
人
間
に
は

「
の
ぞ
く
」

と
い
ワ
く
せ
が
あ
リ
ま
す
の
必
要
以

ー
に
他
人
の
似
密
を
知
り
た
が
る
こ

と
で
す
り
決
請
で
八

つ
つ
あ
ん
や
能
…

き
ん
が
附 

の
六
か
ら
隣
家
を
の
ぞ

く
の
は
愛
き
ょ
う
が
あ
り
ま
す
が
、

他
人
に
触
れ
て
も
ら
い
た
く
な
い
こ

と
、
た
と
、
え
ば
身
体
ト
一、
能
力
上
の

欠
山
'
と
か
山
生
の
秘
密
等
を
針
小
凶
作

大
式
に
世
間
に
言

い
触
ら
し
て
相
下

の
悲
し
む
さ
ま
を
は
て
ん
長
ぷ
人
が
い


る
の
は
州

っ
た
こ
と
で
す
。


本
干
順

一さ
ん
の

「
タ，
 

附
」

の
、正

人
公
与
ひ

ょ
う
は
、
き
れ
い
な
布
を

織

っ
て
い
る
お
?
っ
の
部
尽
を
の
ぞ

い
て
、
秘
密
を
知

っ
た
た
め
に
戎
を

勇気から


Jm川二被

n

し
ょ
う
。
そ
れ
を
こ
と
さ
ら
に
大
き

く
取
り
上
げ
、
芸
能
人
は
人
間
と
し

て
の
生
活
を
弘
前
さ
な
い
よ
う
主
押
さ

ぶ
り
を
と
き
と
き
し
て
い
ま
す
。

浅
野
佳
代
さ
ん
は
出
身
地
を
の
ぞ

か
れ
る
の
が
怖
さ
に
自
殺
し
て
い
る

の
で
す
。
ま

た

品

崎

藤

村

の

小

説

」
の
主
人
公 

立
松
は
、
部
続

出
身
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
学
校

の
先
生
を
辞
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

県
の
同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
発
行

親
子
の

別
れ
と
か
夫
婦
の
別
れ
と
い

え
ば
お
一械
も
の
で

一
般
大
衆
に
う
け

た
ち
の
で
す
が
、
他
人
の
不
幸
を
存

ぷ
あ
ま
り
、
現
実
と
泡
恕
を
出
向
し
、

他
人
の
人
格
を
似
つ
け
、
人
情
ま
で

し
た
。
芝 

や
歌
舞
技
、
映
画
等
で

E
n

失
な
い
ま
し
た
。「
く
ず
の
業 

伝
説

の
阿
部
保
名
は
、
裂
の
正
体
を
き
つ

ね
と
知

っ
て
家
を
崩
し
て
し
ま
い
ま

L

の

B
は
結ぞ


は
'H
分
で
す
る
L

よ
う
に
し
つ
け
て

司

お
く
と
、
保
持
円
所
へ
い

っ
て
も
、
す

ぐ
に
す
ば
ら
し
い
生
活
が
で
き
、
友

だ
ち
と
も
仲
良
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
た
「
こ
の
声
に
学
ぶ

」
と
い
う
本

に
必
要
で
す
。
ち
ら
か
し
て
は
っ
て

の
中
に

「
私
の
お
ば
は
凶
十
年
間
も

お
く
と
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
親
が
し

辿
れ
添

っ
た
夫
が
無
く
な
る
ま
で

一

て
く
れ
る
で
は
と

、
い

つ
ま
で
も
責

度 

凹
舎
へ
辿
れ
て
く
る
こ

と
な
く
、

任
あ
る
行
動
の
と
れ
る
人
間
に
な
れ

部
孫
の
こ
と
を
隠
し
と
お
し
ま
し
た
日

ま
せ
ん
。
ま
た
保
育
所
へ
い
け
ば
、 

と
い
う
、
苦
し
い
休
験
を
語
っ
て
い

お 
む
ち
ゃ
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

一

る
人
が
い
ま
す
。

独
り
占
め
す
べ
き
も
の
で
も
あ
り
ま
一

杭
職
や
結
婚
の
と
き
、
必
要
以
上

せ
ん
。

一

に
相
手
の
戸
絡
を
調
べ
た
り
、
出
制
の

小
さ
い
と
き
か
ら

「
内
分
の
こ
と

一

山
牛
を
い
う
人
が
い
ま
す
。
就
職
に

し
て
も
、
結
婚
に
し
て
も
本
人
自
身

が
必
要
な
の
で
あ

っ
て
、
家
放
だ
の

祖
先
の
こ
と
ま
で
は
い
ら
な
い
は
づ

で
す
。
当
の
本
人
さ

え
良
け
れ
ば
十

門
分
の
行
為
に
責
任 

た
せ
る
た
め

分
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

農
地
等
の
生
前
一
括
贈
与
を
受
け
た
か
た

川
年
十
二
月
一
日
か
ん
人
権
上
の

税
務
署
へ
延
納
手
続
を
し
、
こ
と

当
然
の
処
置
と
し
て

、
他
人

の
戸
協
和

し
が

三
年
自
の
更
新
に
当
る
か
た
 

は
だ
れ
て
も
が 

由
に
見
ら
れ
主
く


ん
ゆっ 2

U

た
の
は
ご
水
知
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
柏
崎
与
者
お
よ
び
受
贈
者

の
い
ず
れ
か
が
死
亡
ま
た
は
適

F
他
人
の
秘
往
を
の
ぞ
き
、
う
わ
さ

格
要
件
が
主
く
な
り
税
務
署
へ
手


を
広
め
て
い
く
う
ち
に
、
め
実
は
ま

続
を
し
て
い
る
か
た
は
必
要
あ
リ


〈


L

J

2七→・� 
五は
日

n

殺ーた
し円め�  i1;
ま l二、 ~Ij

し� j1Jp， .，ー

た� 1和代
。止&:� VLIさ

と |ん
し、〉L、は

う il:. 中古� 
f'i -.崎
さ� )j斧
で 二:りIj 

の1-1'1 

(，� 

げ
ら
れ

、
間
述

'Hっ
た
こ
と
で
も
平
気

D

で
正
し

い
と
い
い
、
子
断
と
偏
見
を

ま
せ
ん
。

生
ん
で

い
る
の
で
す
。
差
別
を

つ
く

い
づ
れ
の
場
介 

山
町
業
委
員
会
の

証
明
持
が
必
要
で
す
か
旬
、
該
当
さ

勺
て
い
る
の
で
す 

お
互
い
に
相
手

れ
る
か
た
は
町
農
業
委
只
会
事
務
局

の
人
格
を
信
じ
、
き
れ
い
に
什
さ
介

へ
こ
相
談
く
だ
さ
い

じ

い
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
一
年
中
に
生
前

三
月
十
五
日
ま
で
に
徳
'
品
税
務
署
長

に

「
農
地
位
寸
を
贈
与
し
た
場
合
の
贈

与
税
の
納
税
猶
予
の
特
別
申
告
」
ま

た
は
三
年
こ
と
に
行
う

「
納
税
猶
予

継
続
届
出
」
を
し
な
け
れ
ば
特
例
め

適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
期

間
内
に
手
続
を
済
ま
し
て
く
だ
さ
い

。

J
U

申
告
の
必
要
な
か
た

・

昭

和

瓦
十

一
年

一
月

一
日
か
ら

昭
和
五
十

一
年
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
に
生
前

一
括
贈
与
を
し
た
か

た
。

贈
与
を
さ
れ
た
か
た
に
は
、

二
月
中

-

昭

和

三
十
九
年
以
降
、
昭
和
凶

旬
こ
ろ
に
全
員
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て

い
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
し
つ
け

て
み
て
く
だ
さ
い

。
母
続
が
だ
ま

っ

て
洗
う
の
は
当
然
と
い
う
顔
を
さ
せ

て
は
だ
め
で
す
。
そ
の
と
き
母
線
も

「
ハ
イ
、
あ
り
が
と
う
。
洗

っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
ね
」
と
、
ニ
コ
ヤ
カ
に

返
事
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
槻

の
心
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
遊
び
道
具
、
お
も
ち
ゃ
の

か
た
づ
け
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
お
も
ち
ゃ
は
向
分
の
も

の
な
の
で
、
ど
ん
な
に
ち
句
か
し
て

い
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

r
T

寸
二
年
・
四
十
五
年

・
四
十
八
年

♂
類
の
品
川
成
方
法
等
に
つ
い
て
こ
指

中
に
農
地
等
の
生
前
贈
与
を
行
い
、

導
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

贈

ー与�  -¥ 

E努

日約


冗ふfカ、� 

ら� j酋

言よ


踏
み
に
じ

っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で

す
。芸

能
人
が
私
生
活
上
の
こ
と
を
調

べ
ら
れ
、

一
部
マ
ス
コ
ミ
が

「
歌
子 

婚
し
て
い
た
」
な
と
と

、

ン
ヨ
ソ
、キ

ン
グ
な
見
出
し
で
売

っ
て

い
ま
す
が

こ
の
た
め
に
何
人
の
人
が
泣
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
芸
能
人
だ

っ
て
人
間

で
す
。
お
い
た
ち
に
秘
密
も
あ
れ
ば
、

平
凡
主
家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
る
で

つ
ぎ
の
か
た
は
、

二
月
一
日
か
ら

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
解放は若いあなたの勇気から同和教育シリーズ

MUS04
テキストボックス
のぞく

MUS04
テキストボックス
贈与税の納税猶予申告は二月一日から三月十五日



フ ら 第80号 (6) ーコ

農

作


一
年

中

で

最

も

寒

い

時

期

で

す

が

、

み

か

ん

は

五

月

の

開

花

を

前

に

行

っ
て

い
ま
す
。 

整
枝
・
せ
ん
定

昭和52年� 2月 1日 カミ

こ
と
し
は
新
花
が
多
く
、
新
芽
の

発
生
定
は
比
較
的
少
な
い
と
息
わ
れ

ま
す
の
で
、
時
期
も
や
や
早
同
に
始

め
、
切
り
返
し
を
例
年
以
上
に
行
つ

有
笠
枝

・
せ
ん
{
疋
は
み
か
ん
栽
培
の
基
礎

に
な
ワ
ま
す

一
生

懸

命

に

準

備

を

…

わ

た

し

た

ち

も

が

ん

悩

っ
て

、

昨

年

に

続

き

う

ま

い

み

か

ん

作

リ

に

励

み

ま

し

ょ

う

。

て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
新
芽
の
発
生

を
促
し
、
隔
年
結
果
塑
を
き
ょ
う
正

l
)
よ、っ。

勝
浦
み
か
ん

の
栽
情
上
に
お
け
る

当
附
し
た
問
脳
内
…
は
、
虫
…
占
.
病
被
害

梨
、
小
玉
県
、
風
傷
者
巣
、
作
業
能

率
の
低
下
等
で
代
表
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
徹
底
し
た
撚
校
、
せ
ん
定

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
リ
、
見
迎
え

る
よ
う
に
改
設
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
州
傷
害
果
の
み
に
つ
い
て
、
昨

年
産
果
を
町
内
六
か
所
に
お
い
て
調

査
し
た
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
が
、
い
か
に
多
く
の
果
実
が

瓜
の
た
め
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

粧
品
校
、
せ
ん
定
作
業
と
い
え
ば
、
最


初
か
ら
「
あ
れ
は
む
ず
か
し
い
も
の
」


と
先
入
観
を
持
っ
て
い
る
人
も
あ
り


ま
す
が
、
実
際
は
い
た
っ
て
簡
単
で


す
。
ま

ず
次
の
間
山
一
を
頭
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

し
ま
み 

寺(

別表 昭和51年産果傷害果調査結果

勝浦町技術者述絡会調べ

隙川内) 与(蔭川内)キワダ 笠谷 中角 今山主竺f
風ズレ果�  42.0 70.0 62.3 41.7 9.7 15.0 

-

株

一
冗
の
い
た
ん
で
い
る
も
の
や
、

無被害果�  31.0 15.0 23.3 35.0 55.0 57.3 

術虫?ヰ県
月圏内栄'1 27.0 15.0 14.4 23.3 35.3 27.7 

時国干明世;!-!f 

lω。曲。o l∞l).0 l削o∞l I世J.O 

--J也収の;調奄果� 1;1300*，表中の数字(;1%です。

e 不
良
系
統
、
お
お
む
ね
瓦
十
五
年
生

以
卜
と
思
わ
れ
る
木
は
伐
採
し
、
川
町

良
系
統
に
改
柄
し
て
く
だ
さ
い

。 

(
せ
ん
定
の
必
嬰
は
あ
り
ま
せ
ん
J

管
制
に
も
っ
て
い
る
問
で
は
、

早
生
、
普
通
と
も
一
樹
づ
つ
の
せ
ん

定
は
巧
え
ず
、
永
久
樹
と
間
伐
樹
を

区
別
し
、
間
伐
樹
を
徹
底
的
に
切
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
介
、
間
違
わ
な

い
よ
う
に
同
印
を
つ
け
、
間
伐
制
的
は

切
り
取
る
校
の
分
岐
部
を
残
す
校
に

す
り
つ
け
て
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
つ

ぎ
の
図 
1
を
参
与
に
し
て
く
だ
さ
い
。

す
り
つ
け
て
切
ら
な
い
と
残
存
伎
に

従
長
校
が
発
生
し
、
間
伐
の
効
果
が

な
い
ば
か
リ
か
、
良
い
果
実
も
成
り

ま
せ
ん
。
切
り
取
る
量
は
こ
と
し
の

秋 

(収
機
時
)
に
永
久
樹
と
間
伐
樹

の
川
を
、
人
が
取
り
カ
ゴ
を
持

っ
て

歩
け
る
山
村
伐
と
し
て
く
だ
さ
い

。

一一

〔図� 2) 

(図 

2
)

し
た
が

っ
て
切
っ
た
時
点
で
は
「
切

り
す
答
た
」
と
思
う
く
ら
い
の
空
間

が
必
要
で
す
。
す
で
に
何
年
か
前
か

ら
実
施
し
て
い
る
園
で
は
、
引
き
続

き
行
い
、

=一
 

四
年
目
に
は
株
元
か

ら
切
り
取
り
と
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
永
久
樹
に
つ
い
て
は
内
部
に

小
枝
が
発
生
す
る
よ
う
に
太
枝
を

一 

1
三
本
切

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら

の
見
本
展
示
図
は
市
川
崎
一
郎
さ
ん

(与
川
内
)
、
生
田
敏
さ
ん

(
今
山 
)

の
闘
に
お
い
て
設
け
て
あ
り
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-

樹
高
が
肯
問
く
収
機
や
病
虫
害
防

除
、
摘
果
等
が
で
き
に
く
い
樹
は
、

こ
れ
ら
の
作
業
が
で
き
や
す
く
な
る

山
何
度
ま
で
切
り
下
げ

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
方
法
は
ま
ず
①
樹
高
一 

4

一灯
以
内
と

す
る
。
②
地
上
か
ら
七
十
行
程
度
は

収
穫
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
③
あ
る

仙
白
山
ほ
の
減
収
は
党
問
す
る
。
④
三
年

以
内
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
同
僚
と
し

て
く
だ
さ
い

。

こ
の
た
め
に
は
、
地

上
二 
1
二

・
五
い
川
の
問
で
横
校
や
小

校
が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
を
杓
用
し
、
そ

れ
以
上
の
立
紋
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

(同
3
)


せ
ん
定
悦 

(
切
り
孫
す
築
の
数
)


は
健
全
山
別
で
あ
れ
ば
、
全
治
業
数
の


一寸 

二
十
五
urH

桜
伎
で
す
。
過
去


の
経
験
か
ら
し
て
日
焼
け
の

心
配
は


ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
回
本
亘
こ


さ
ん
(
久
岡
)
の
聞
は

一
見
に
値
す


る
で
し
ょ
う
。


民¥ 

i

i
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油
N
り

レ
又

靖
司 

S
I主

ホ
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M

、
十開な想的国

主 狭山
由
回 型む 姿〔図4)� 

ザコ

M
程
度 i

ら 昭和52年� 2月1日

-

こ
れ
ら
の

三
点
に
該
当
し
な
い

木
(
独
立
樹
で
あ
り
、
樹
令
の
若
い

も
の
に
多
い
)
は
、
閥
、
心
向
然
塑
の

精
神
を
生
か
し
主
校
を
二
1
二
一
本
と

し
、
了
玉
枝
に
対
し
斑
主
校
を
一

二
本
経
度
残
し
て
他
の
太
校
を
切

っ
;‘ー

て
く
だ
さ
い
。
ニ
の
場 

円
、
ま
ず
頭

の
中
に
抑
一忽
の
関
心
向
然
型
の
樹
姿

(図 

4
)
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
ど
の
校
を
残
し
、
ど

の
校
を
切
れ
ば
迎
忽
に
近
い
烈
に
な

る
か
を
頭
の
中
で
想
定
し
、
理
想
に

近
い
と
思
わ
れ
る
枚
を
残
し
、
そ
れ

以
外
の
校
を
切
り
ま
す
。
し
か
し
一

度
に
切
れ
ば
丸
坊
、
玉
と
な
る
の
で
落

葉
数
の

三
十
訂
程
度
を
限
度
と
し
て

く
だ
さ
い
。

展
示
見
本
園
と
し
て
一
二
崎
栄

一
さ

ん 

(中
角
)、

藤
本
文
夫
さ
ん
(
星

谷
)
の
闘
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

。

L


L


貯
蔵
管
理
と
出
荷

昨
年
末
か
ら
空
気
が
異
常
に
乾
い

A

て
お

り、

入
庫
量
の
少
い
主
が
多
い


こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
過
乾
に
な
ら
な


い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

。

こ


の
た
め
温
度
計
を
備
、
え
た
り
、
閉
一戸


を
忘
れ
て
い
な
い
か
等
の
注
意
を
し


た
い 

の
で
す
。

町
内
十

一
か
所
の


生
育
調
査
地
点
の
果
実
分
析
結
果
を


み
て
も
、
近
年
に
な
い
「
う
ま
い
み


か
ん
」
が
生
産
さ
れ
て
い
ね
り
ま
す
。


(
別
表
)
上
手
に
管
理
し
消
費
者
に


喜
ば
れ
る
果
実
を
悦
供
し
た
い
も
の


で
す
。
 

-

腐
敗
果
の
占
…
験
を

二
週
間
に

一


度
は
し
て
く
だ
さ
い

。
 

-

出
荷
は
各
山
荷
機
関
の
指

4
に

従
う
と
と 

に
「
果
実
の
内
谷
と
の

相
談
」
に
よ
っ
て
出
荷
時
期
を
決
め

て
く
だ
さ
い

。

--..， 

春
肥
の
施
用
計
画

春
肥
は
年
間
を
通
じ
最
も
大
切
主

肥
料
で
す
。
最
近
は
有
機
府
引
の
割
合

が
高
く
、

一
度
に
施
用
し
で
も
肥
あ

た
り
の
な
い
肥
料
が
多
く
出
て
い
ま

す。

附
今
の
務
事
情
か
ら
国
内
に
有

機
質
を
入
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ

て
お
り
有
機
質
や
微
量
嬰
紫
の
補
給

薗
か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

A
H

指
持
班
で
も
、
勝
浦
の
貯
鴻
み
か


ん
専
用
肥
料
と
し
て
「
か
つ
ら
み
か


ん
配 

」
肥
料
を
設
計
、
こ
れ
の
普


及
を
図
り
、
来
実
の
内
容
的
口
間
引
'川
 

!
と
統

一
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の


肥
料
の
特
徴
は
①
魚
カ
ス
粉
末
、
生


竹
粉
、
弘
、
製
羽
毛
粉
、
ヒ
マ
ン
油
カ


ス
等
の
多
抑
制
柑
に
わ
た
る
天
然
有
機


を
六
十
打
含
ん
で
い
る
②
貯
蔵
み
か


ん
専
用
の
配
合
訓
介
と
な
っ
て
い
る


③
微
量
要
素
剤
が
配
介
さ
れ
て
い
る

④
土
を
荒
ら
す
こ
と
が
な
い
|
等
で
、

別表
町内� 11か所における果実分析結果(平均)

毎年� 1月初日時点 勝浦町技術者i車絡会関べ

生産年度� 46 47 48 49 50 51 

糖� 9.2 10.3 8.6 9.7 9.4 9.9 

画全� 1.00 0.92 0.90 0.84 0.84 1.00 

森
肥
と
し
て
成
木
闘
で
は
、
十
日
l

あ

た
り
七
袋
桜
肢
を
下
旬
か
ら
士一
月
上

旬
ま
で
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い

。

終
枚
、
せ
ん
定
作
業
の
で
き
て
い

な
い
樹
は
早
く
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

タ
マ
ネ
ギ 

-

除
草
剤
の
散
布
十
日
あ
た
り

マ
ジ
ン
八
十 

百
づ
を
百
れ
に
と
か

し
て
む
ら
な
く
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。 

+

乾
燥
の
続
く
と
き
は
、
か
ん
水

を
十
分
行

っ
て

く
だ
さ
い

。

ハ
ウ
ヌ
イ
チ
ゴ

収
穫
の
最
脱
期
で
す
が
、
附
木
実
ぱ

あ
り
が
と
う
 

ζ
ざ
い
ま
し
た
 

香
典
返
し
に
か
え
て


会

-

一万
円


新
肘
フ
サ
ヱ
さ
ん 

(術
瀬 
)


全

一
万
円

OC

問
中
吹
き
ん 

(今
山 

そ
の
他

i

y

F¥ 

約
せ
ら
れ
た 

の
で
す
。
心
か
ら
あ

っ
く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
善
意
銀
行
の
受
付
は
町
社

会
制
祉
協
議
会 

(住
民
筒
祉
セ
ン
タ

ー
内
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

L

こ
れ
ら
の
辞
意
は
、
普
立
銀
行
へ

湯
浅
治
夫
さ
ん 

(
山
西 
)

中
内
衣
料 

十
五
山
'

償
制
保
育
所
父
け
ん
会

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
セ
ッ
ト

内
角
ミ
ヤ
ノ
さ
ん 

(山一
…
岩
)

山
柄

一
斗

h

-

温

度

夜

間

五

度 

以
下
に
な

C

か
り
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

つ
ぎ
の
作
業
を
早
自
に
、
機
笑

に
災
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

-

追
肥
削
木
尖
を
太
ら
せ
、
花
の

ゆ
怖
を
し
、
し
か
も
厳
来
に
耐
え
る

に
は
、
十
分
な
栄
養
が
必
要
で
す
。

一一
一番
果
の
た
め
十
日
!
あ
た

り
「
く

み

あ

い

液

肥

(

十

四

八

)

十

μ

を
か
ん
水
を
兼
ね

、十
日
間
隔
に
三
回

総
用
し

て
く
だ
さ
い
。

摘
果
(
摘
帯
出
)
栽
箔
廃
に
準


じ
確
実
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。


争

か
ん
水
七
日
に

一
度
、
畝
聞


に
水
が
授
み
出
る
程
度
行

っ
て
く
だ
 

ー

し
、。


・

防
除
ウ
ド
ン
コ
病
に
は
ベ
ン

レ 

ト一

一千 
1
二
千
五
百
倍
液
を
早

目
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

a'i

l

主
枝
と
主
枚
の
間
隔
は

一
・
五 

ら
る
い
よ
う
竹
却
す
る
の
が
望
ま
し

い
で
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
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町民のうごき

人口�  8.253 女� 4 
昭和52年 l月1日現rE

男 女 計 �  

3 2 5 

7 9 16 

3 10 13 

巨
 

回
柔
道
部
畳
開
き
で
昇
級
試
合

中
学
生
・
高
校
生
が
多
数
参
加

町
体
協
柔
道
部
で
は

、
関
係
者
の

協
力
に
よ
り
新
し
い
盆
二
十
畳
を
共

同
腕
入
し

一
月
卜
七
日
、
横
瀬
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
畳
間
き
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
畳
間
き
に
は
図
芸
高
校
生
、

勝
浦
中
学
校
生
徒
多
数
が
参
加
し
、

昇
級
試
合
(
写
真
)
を
行
い
、
つ
ぎ
の
か

た
に
一
級
認
定
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

僑
本
修
始
�
 (勝
中
)
宮
本
昌
之
�
 

(勝
中
)
勢
田
博
史
�
 (勝
中
)
和
泉

児
童
た
ち
が
老
人
を
慰
問


E 、./� 

お
菓
子
、

折
紙
、
指
人
形
を
持
参
し
て


生
比
奈
小
学
校
児
童
会
で
は
、
昨

年
末
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
、
代
表
た

ち
二
十
一
人
が
生
名
、
中
角
、
併
谷
、

沼
江
、
今
山
、
虫
'
岩
、
星
谷
の
七
地

域
に
分
か
れ
て
、
体
の
不
自
由
な
老
�
 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

卓
口
口
貝
(
勝
中
)
斎
勝
弘
(
勝
中
)
広

本
実
(
勝
中
)
平
畠
敏
幸
(
勝
中
)

坪
井
康
明
�
 (勝
中
)
登
木
美

次

(
勝

中
)
高
瀬
元

(
勝
中
)
前
川
賞
�
 (園

芸
高
)

ヘ
与償

漸川

内
�
 

ヘ

横

瀬

徳

島

市

「

棚

劉

戸

上

勝

町

ヘ

槻

野

f f f

-v


お
誕
生
お
め
で
と
う

米
腐
孝
好

矢
野

功

佐

野

忠

生
田
{
女
孝

寒
川
消
一郎

海
川
幸

一

伊
丹
康
雄

下
川
茂
芳

長長二長長二長長
女女 男男女女男男�  

久

和
品

由

真
理
子

真

弓

竜

幸
昌

和

悦

子
育

美

下

村

幸

司

津
江
千
代
子

橋

本

茂

幸

鈴

木

福

美

河

村

孝

雄

門
回
千
代
美

大
谷
鴨
川
平

野

田

俊

子

4，092男1，936世帯数� 

小
松
島
市

西横 星 中今坂横坂
岡瀬谷山山本�  j頼本

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

黒

岩

償

瀬

与
川
内

今

山

今

高

見

義

道

新

居

栄

榊
原
ス
、
エ

回
中
�
 

ノ

岡

山

仁

平

7
y

(
冗

歳

)
 

(
臼
歳

)
 

(
九
歳
)
 

(
目

白

歳

�

 )
 

(
叩

歳

)

生

亡

入

出

出

死

転

転

山

一

坂

本

谷

富

士

生

名

天

羽

百

ー

歩

平

凡

に

過

ぎ

来

し

生

ム

即

時

そ

ぱ

一

一
節
季
花
立
て
ず
終
い
の
筒
凍
る

除
夜
を

燈

く

鍾

そ

れ

ぞ

れ

の

傾

か

な

沼

江

小

室

五

月

一

…
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町
ん
ま
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ま
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…

一

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代
一

。

，

�

 

ィ

ゴ

…
�
 

一

旬一
�
 ‘‘

‘

!

h

v

 

‘
‘
‘
‘

.，
，
�
 
，
�
 

‘
‘
‘
‘

‘

‘

‘
‘

‘
‘
，
�
 

，
，‘
.，‘
‘，‘
，.‘
‘

‘，
�
 

掛

谷

丸

山

千

絵

細
�
 
7
長

ヲ
齢
も
か
く
と
運
宜
そ
ば
一
刊
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
…

一

掛

谷

斉

藤

重

子

‘
�
 ‘‘
‘
‘
‘
‘

，
.，
，
 
‘•. 
，
，
�
 

A-

‘

‘
‘
，‘
，.
 

‘
，.
，.

，

，
�
 

，
�
 

，
�
 
，
�
 

山

…

紺
�
 

A
{

い

岡

初

音
…

‘

.
9

，.

.a‘，，. い

一
一
一，t

 

人
の
あ
る
家
庭
二
十
戸
を
訪
問
し
ま

し
た
。
�
 (写
真
)

こ
れ
は
、
「
老
人
に
贈
り
物
を
し
て

慰
問
し
た
い
」
と
い
う
六
年
生
か
ら

の
希
望
を
と
り
あ
げ
て
実
地
し
た
も

の
で
、
児
童
と
先
生
方
か
ら
の
募
金

で
お
菓
子
を
買
い

、
そ
れ
に
一

・
二

年
生
の
折
紙
や
指
人
形
、

三
・

四
年

生
め
図
画
、
五
・
六
年
生
の
作
文
な

ど
を
添
え
て
、
四
年
生
以
上
の
代
表

が
持
参
し
て
訪
問
し
た
も
の
で
す
。

付
き
添

い
の
先
生
と
一
緒
に
各
家

庭
を
回
わ
り
、
↑
人
ひ
と
り
の
老
人

へ
、
お
見
舞
の
こ
と
ば
と
と
も
に

お
贈
り
し
て
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
に
と

っ
て
も
敬
老
に
つ
い
て
の
深
い
感
動

と
喜
び
を
与
、
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
�
 

て
菊
枯

る

一

の
熱
さ
吹
色
ふ

き
温
ま
る

手
袋
を
脱
い
で
拍
手
祉
に
ひ
�
 く

津

光

洋

白

梅

に

件

つ

や

乙

女

の

胸

豊

か

一

口
の
者
る
小
窓
白
み
け

り

掛

谷

野

上

;

れ

ま
つ
り
事
終
へ
て
安
堵
の
晦
そ
は
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